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ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない
場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。
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ADC1175
8ビット、20MHz、60mW A/Dコンバータ

概要
ADC1175は、60mW (typ)の消費電力で 8ビットのデジタル信号
にデジタル化する 20Msps 低消費電力 A/D コンバータです。
ADC1175 は、独特のアーキテクチャを採用することで 7.5 有効
ビットを実現しています。出力フォーマットはストレート・バイナリコー
ドです。

このデバイスは優れたACとDC特性を備えるとともに 5V単一電
源で低消費電力動作が可能なため、さまざまなビデオ、イメージ
ング、コミュニケーションなどのアプリケーションや携帯機器への使
用を含めて理想的なデバイスです。さらに ADC1175 は、ラッチ
アップに対して非常に強くかつ出力回路の短絡が起こらないよう
に考慮して設計されています。ADC1175 のリファレンス・ラダー
のトップとボトムは、広い入力レンジの要求にも対応できるように外
部回路との接続が可能です。

ADC1175は、TSSOPパッケージでの供給が可能です。ADC1175
は、民生用温度範囲である－20℃～＋75℃の温度範囲にわたっ
て動作するように設計されています。

特長
■ サンプル /ホールド機能内蔵
■ 単一 5V電源動作
■ リファレンス・バイアス抵抗内蔵
■ 業界標準のピン配置
■ TRI-STATE出力

主な仕様

アプリケーション
■ ビデオ・デジタイジング
■ デジタル・スチル・カメラ
■ PCビデオ・カメラ
■ CCDイメージング
■ 光電変換機器

■ 分解能 8ビット
■ 最大サンプリング・レート 20Msps (min)
■ DNL 0.75LSB (max)
■ 有効ビット(ENOB) 7.5ビット(typ)
■ ノー・ミッシング・コード保証
■ 消費電力 60mW (typ)

(ＩREFは除く)

ピン配置図

ADC1175 Pin Configuration
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75 製品情報

ブロック図

* SOIC(EIAJ)パッケージ品および評価ボードは生産を終了しています。参考情報としてのみ示しています。



3 www.national.com/jpn/

A
D

C
1175

ピン説明および等価回路

ピン番号 記号 等価回路 説明

19 VIN
アナログ信号入力。変換可能入力範囲はVRB～VRT
です。

16 VRTS

内部プルアップ抵抗を備えたリファレンス・トップ・バイア
ス・ピン。リファレンス・ラダーをセルフバイアスする場合
にはVRTに接続してください。

17 VRT

A/Dコンバータのリファレンス・ラダーの上側 (トップ側 )
のアナログ入力ピン。公称入力範囲は 1.0V～AVDDで
す。VRTピン、VRBピンに入力される電圧によって、アナ
ログ信号入力 (VIN)の変換範囲が決まります。 十分なバ
イパスを行ってください。詳細は 2.0章を参照してくださ
い。

23 VRB

A/Dコンバータのリファレンス・ラダーの下側 (ボトム側 )
のアナログ入力ピン。公称入力範囲は 0V～ 4.0Vで
す。VRTピン、VRBピンに入力される電圧によって、ア
ナログ信号入力 (VIN)の変換範囲が決まります。十分な
バイパスを行ってください。詳細は 2.0章を参照してくだ
さい。

22 VRBS

内部プルダウン抵抗を備えたリファレンス・ボトム・バイア
ス・ピン。リファレンス・ラダーをセルフバイアスする場合
にはこのピンをVRBに接続してください。

1 OE
CMOS/TTL互換デジタル入力ピン。このピンが Lowのと
き、ADC1175の出力をイネーブルし、Highのとき、出力
は高インピーダンス状態になります。

12 CLK CMOS/TTL互換デジタル・クロック入力ピン。VINは
CLK入力の立ち下りエッジでサンプリングされます。
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75 ピン説明および等価回路 (つづき)

ピン番号 記号 等価回路 説明

3～ 10 D0-D7

変換データ・デジタル出力ピン。D0は LSB、D7は
MSBを示します。有効なデータは CLK入力の立ち上
がりエッジの直後にデータ・バス上に出力されます。これ
らのピンはOE ピンをLowにすることでイネーブルされま
す。

13 DVDD

正のデジタル電源電圧ピン。クリーンな＋ 5V電圧源に
接続してください。 AVDD、DVDDは共通の電源より供給
し、10μFの電解コンデンサと0.10μFのセラミックコンデ
ンサを並列に接続したもので別 に々バイパスしてくださ
い。詳細は、3.0章を参照してください。

11 DVDD

デジタル出力ドライバに電源を供給するデジタル電源ピン
です。このピンには 2.5V以上で 13ピンの電圧以下の
電源を接続してください。

2, 24 DVSS

デジタル電源グラウンド・ピン。AVSS 、DVSS は
ADC1175のパッケージの近くで互いに一点接続してくだ
さい。

14, 15, 18 AVDD

正のアナログ電源電圧ピン。ノイズのない＋ 5V電圧源
に接続してください。 AVDD、DVDDは共通の電源より供
給し、10μFの電解コンデンサと0.1μFのセラミック・コン
デンサを並列に接続したもので別 に々バイパスしてくださ
い。詳細は、3.0章を参照してください。

20, 21 AVSS

アナログ電源グラウンド・ピン。AVSS 、DVSS は
ADC1175のパッケージの近くで互いに一点接続してくだ
さい。
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絶対最大定格 (Note 1、2)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格 (Note 1、2)

パッケージ熱抵抗

コンバータの電気的特性
特記のない限り、以下の仕様はAVDD＝DVDD＝＋ 5.0VDC、OE ＝ 0V、VRT＝＋ 2.6V、VRB＝＋ 0.6V、CL ＝ 20pF、50％のデュー
ティ・サイクルにおける fCLK ＝ 20MHzに対して適用されます。太文字表記のリミット値は TA ＝ TJ＝ TMIN～ TMAXにわたって適用さ
れ、その他のすべてのリミット値は TA ＝TJ＝ 25℃に対して適用されます。 (Note 7、8)

電源電圧 (AVDD、DVDD) 6.5V

各ピン電圧 － 0.3V～ 6.5V

VRT、VRBピン電圧 AVSS ～ AVDD

CLK、OE ピン電圧 － 0.5～ (AVDD＋ 0.5V)

デジタル出力電圧 DVSS ～DVDD

入力電流 (Note 3) ± 25mA

パッケージの入力電流 (Note 3) ± 50mA

パッケージ消費電力 (Note 4)

ESD耐性 (Note 5) 

人体モデル 2000V

マシン・モデル 200V

ハンダ付け温度 

　赤外線 (10秒 ) (Note 6) 300℃

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

定格温度範囲 － 20℃≦ TA≦＋ 75℃

電源電圧（AVDD、DVDD） ＋ 4.75V～＋ 5.25V

AVDD－DVDD ＜ 0.5V

|AVSS -DVSS| 0V～ 100 mV

13ピン～ 11ピン電圧 ＜ 0.5V

VRT 1.0V～VDD

VRB 0V～ 4.0V

VRT－VRB 1V～ 2.8V

VIN 電圧範囲 VRB ～VRT
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特記のない限り、以下の仕様はAVDD＝DVDD＝＋ 5.0VDC、OE ＝ 0V、VRT＝＋ 2.6V、VRB＝＋ 0.6V、CL ＝ 20pF、50％のデュー
ティ・サイクルにおける fCLK ＝ 20MHzに対して適用されます。太文字表記のリミット値は TA ＝ TJ＝ TMIN～ TMAXにわたって適用さ
れ、その他のすべてのリミット値は TA ＝TJ＝ 25℃に対して適用されます。 (Note 7、8)
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コンバータの電気的特性 (つづき)
特記のない限り、以下の仕様はAVDD＝DVDD＝＋ 5.0VDC、OE ＝ 0V、VRT＝＋ 2.6V、VRB＝＋ 0.6V、CL ＝ 20pF、50％のデュー
ティ・サイクルにおける fCLK ＝ 20MHzに対して適用されます。太文字表記のリミット値は TA ＝ TJ＝ TMIN～ TMAXにわたって適用さ
れ、その他のすべてのリミット値は TA ＝TJ＝ 25℃に対して適用されます。 (Note 7、8)

Note 1: 「絶対最大定格」とは、ICに破壊が発生する可能性があるリミット値をいいます。「動作定格」とはデバイスが機能する条件を示しますが、特定の性能
リミット値を示すものではありません。保証された仕様、試験条件については「電気的特性」を参照してください。保証された仕様は「電気的特性」に
記載されている試験条件においてのみ適用されます。デバイスが記載の試験条件下で動作しない場合、いくつかの性能特性が低下することがあります。

Note 2: 特記のない限り、すべての電圧はGND＝AVSS ＝DVSS ＝ 0Vを基準にして測定されています。
Note 3: いずれかのピンで入力電圧 (VIN)が電源電圧を超えた場合 (VIN ＜ AVSS か DVSS 、または VIN ＞ AVDDか DVDDのとき )、そのピンの入力電流を

25mA 以下に制限しなければなりません。最大パッケージ入力定格電流 (50mA)により、電源電圧を超えて 25mAの電流を流すことができるピン数は 2
本に制限されます。

Note 4: 温度上昇時の動作では、最大消費電力の定格を TJmax (最大接合部温度 : このデバイスの場合、TJmaxは 150℃ )、θJA (接合部・周囲温度間熱抵
抗 )、TA (周囲温度 )に従ってディレーティングしなければなりません。任意温度での最大許容消費電力は、PDMAX＝ (TJmax－TA )/θJAまたは「絶対
最大定格」で示される値のうち、いずれか低い方の値です。上記の最大許容消費電力の値にまで上がる場合は、ADC1175が何らかの異常な状態で
動作しているときにのみです (例えば、入力ピンまたは出力ピンを電源電圧を超えて駆動させている場合や電源の極性を逆転させている場合など )。明ら
かにこのような条件での動作は避けなければなりません。

Note 5: 人体モデルの場合、100pF のコンデンサから直列抵抗 1.5kΩを通して各ピンに放電させます。マシン・モデルの場合は、220pF のコンデンサから直接
各ピンに放電させます。

Note 6: その他の表面実装法については、アプリケーション・ノートAN-450「スモール・アウトライン (SO)パッケージ表面実装と製品信頼性上における効果」ま
たはナショナル セミコンダクターの最新版データブックの「表面実装」の項を参照ください。

Note 7: アナログ入力は、以下に示されるように保護されています。入力電圧が 6.5V以下またはGNDの 500mV以下の電圧まで振幅する場合にはデバイスが
損傷を受けることはありません。しかし入力電圧が AVDD＋ 50mV以上またはGND－ 50mV以下になる場合、変換結果に誤差が生じる可能性があり
ます。例えば、AVDD＝ 4.75VDCの場合、変換精度を確保するには入力電圧は 4.80VDC以下にする必要があります。

Note 8: 精度を保証するために、AVDD、DVDD電源ピンにはそれぞれ別個のバイパス・コンデンサを設けて同一電源に接続します。
Note 9: 代表値 (Typical)は、TJ＝TA ＝＋ 25℃で得られる最も標準的な数値です。テスト・リミット値はナショナル セミコンダクターの平均出荷品質レベルAOQL

(Average Outgoing Quality Level)に基づき保証されます。
Note 10: 電源投入直後 (パワーアップ直後 )には、リファレンス・ラダー電流の過渡電流による消費電力の増加を避けるため少なくとも2クロック・サイクルのクロッ

ク信号のストローブ動作を行ってください。詳細は 4.0章を参照してください。
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INL vs. Temp at fCLK DNL vs. Temp at fCLK 

SNR vs. Temp at fCLK SNR vs. Temp at fCLK

THD vs. Temp THD vs. Temp 
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代表的な性能特性 (つづき)

SINAD/ENOB vs. Temp SINAD/ENOB vs. Temp 

SINAD and ENOB vs. Clock Duty Cycle SFDR vs. Temp and fIN

SFDR vs. Temp and fIN Differential Gain vs. Temperature
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Differential Phase vs. Temperature Spectral Response at fCLK＝ 20 MSPS 

用語の定義
アナログ入力帯域 (ANALOG INPUT BANDWIDTH)は、フル
スケール入力に対して再現される出力基本周波数特性において
低周波数帯域で 3dB落ちる周波数として測定されます。このテ
ストは、fIN ＝∫ (100kHz＋NfCLK )の入力に対して実行されま
す。低周波信号入力時の出力に比較して出力が－ 3dB落ちる
時点の入力信号周波数は、フルパワー帯域幅として表されま
す。

アパーチャ・ジッタ (APERTURE JITTER)は、サンプリングされ
る点の不確定時間 (tDS )または、サンプリング・ディレイのばらつ
く期間を示します。

ボトム・オフセット (BOTTOM OFFSET)は、出力コードが最初
のコード遷移を起こすときの入力電圧と負の基準電圧 ( ボトムリ
ファレンス電圧 : VRB)との電圧差。ボトム・オフセットは、EOB ＝
VZT －VRBとして定義されます。ここで、VZT は最初のコード遷
移が起こるときの入力電圧。これは、通常のゼロスケール・エ
ラーとは異なることに注意してください。

微分ゲイン誤差 (DIFFERENTIAL GAIN ERROR)は、異なっ
た2つのDCレベルの入力に対して再現される高周波サイン波の
出力差をパーセンテージで表したものです。

微分非直線性 (DIFFERENTIAL NON-LINEARITY: DNL)は、
理想的なステップである1LSBからの最大偏差として表されます。

微分位相誤差 (DIFFERENTIAL PHASE ERROR)は、異なっ
た 2 つの DCレベルの小信号サイン波入力に対して再現される
出力の位相差として表されます。

有効ビット (EFFECTIVE NUMBER OF BITS: ENOB)は、信
号 /(ノイズ＋歪み)比またはSINADの別の規定方法です。ENOB
は (SINAD－ 1.76)/6.02として定義され、この値のビット数をもつ
完全なA/Dコンバータに等しいコンバータであることを意味します。

積分非直線性 (INTEGRAL NON-LINEARITY: INL)は、ゼロ
スケール (最初のコード遷移の 1/2LSB下 )から正のフルスケール
(最後のコード遷移の 1/2LSB上 )まで引いた直線からそれぞれ
個々のコードとの偏差として表されます。この直線から任意のコー
ドとの偏差は、各コード値の中央から測定します。エンドポイント・
テスト法が用いられます。

出力ディレイ (OUTPUT DELAY)は、クロック入力の立ち上がり
エッジから出力ピンにアップデートされたデータが現われるまでの
ディレイ時間。

出力ホールド時間 (OUTPUT HOLD TIME)は、クロック入力の
立ち上がりエッジから出力データの読み出しが有効な期間を示し
ます。

パイプライン・ディレイ (PIPELINE DELAY: LATENCY)は、変
換開始からその変換結果が出力バスに有効になるまでの期間を
クロック・サイクル数で表したものです。任意に与えられたサンプ
リングに対するデータは、そのサンプリングが行われた後、( パイ
プライン・ディレイ＋出力ディレイ ) 後に出力バス上に有効になりま
す。新しいデータはクロック・サイクル毎に有効ですが、その出
力データはパイプライン・ディレイ分の変換ラグがあります。

サンプリング・ディレイ(SAMPLING (APERTURE) DELAY)は、
クロックの立ち下がりエッジから (内部サンプル /ホールド回路の )
サンプリングスイッチが開くまでに要する時間を表します。クロック
入力の立ち下りエッジの後、サンプル /ホールド回路は入力信号
のキャプチャを停止し、“ホールド”モード tDS に移行します。

信号 /ノイズ比 (SIGNAL TO NOISE RATIO: SNR)は、クロッ
ク信号の 1/2 以下の周波数における、歪みとDC 成分を除いた
その他すべてのスペクトラル成分の実効値に対する入力信号の
実効値の比として表されます。

信号 /(ノイズ＋歪み )比 (SIGNAL TO NOISE PLUS DISTOR-
TION RATIO: S/(N＋ D) or SINAD)は、クロック信号の 1/2以
下の周波数における、歪みを含めDC成分を除いたその他すべ
てのスペクトラル成分の実効値に対する入力信号の実効値の比
として表されます。

スプリアスフリー・ダイナミック・レンジ (SPURIOUS FREE
DYNAMIC RANGE: SFDR) は、入力信号の実効値に対する
ピーク・スプリアス信号との差で、dB で表されます。ここで言う
ピーク・スプリアス信号とは、出力スペクトラムに現われる任意の
スプリアス信号であり、入力に現われるものではありません。

トップ・オフセット (TOP OFFSET) は、出力コードがフルスケー
ル遷移を起こすときの入力電圧と正の基準電圧 (トップ・リファレ
ンス電圧 : VRT)との電圧差。ボトム・オフセットは、EOT ＝ VFT
－ VRTとして定義されます。VFTはフルスケール遷移が起こると
きの入力電圧です。これは、通常のフルスケール・エラーとは異
なることに注意してください。

全高調波歪み (TOTAL HARMONIC DISTORTION: THD)は、
最初から第 6番目までの歪み成分の実効値の総和に対する入力
信号の実効値 (rms値 )の比で示されます。
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タイミング図

FIGURE 1. ADC1175 Timing Diagram

FIGURE 2. tEN , tDIS Test Circuit
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ADC1175は、新しい独特のアーキテクチャを採用することで、ク
ロック周波数の 1/2の入力周波数 (ナイキスト周波数 )で 7.2ビッ
トの有効ビットを実現すると同時に、この周波数まで優れたダイナ
ミック特性を維持します。

VINへのアナログ入力信号は、VRTとVRBで設定される電圧範
囲内で最大 30MSPSまでのクロック・レートで 8ビットの 2 値コー
ドにデジタル化されます。VRB 以下の入力電圧は、すべてが 0
からなる出力コードに変換されます。VRT以上の入力電圧は、す
べてが 1 からなる出力コードに変換されます。VRTは、1.0V か
らアナログ電源電圧 : AVDDまでの範囲をもち、一方 VRBは、0
～ 4.0Vの範囲を持ちます。精度を維持するために VRTは、常
に VRB以上の 1.0V～ 2.8Vの電圧に設定してください。

VRTとVRTSが互いに接続され、VRBとVRBSが互いに接続され
る場合は、VRT、VRBの公称値はそれぞれ 2.6V、0.6Vになりま
す。VRTとVRBSが互いに接続され、VRBが GNDに接続され
る場合は、VRTの公称値は 2.3Vになります。

データはクロックの立ち下がりエッジで取り込まれ、このデータに対
応するデジタル値は 2.5クロック・サイクル＋ tOD 後にデジタル出
力ピンで有効になります。ADC1175は、12番ピンにクロックが入
力される限り変換をします。出力イネーブル・ピンOE は、Lowの
時にデジタル出力ピンをイネーブルします (OE はアクティブ Lowピ
ン )。OE が Highの場合は、デジタル出力ピンは高インピーダンス
状態になります。

アプリケーション情報

1.0アナログ入力

ADC1175のアナログ入力回路は、積分器に続くスイッチになって
います。入力容量は、クロックのレベルに応じて変わり、クロック
が Lowの場合には 4pFになり、クロックが Highの場合には 11pF
になります。一般的に、ダイナミック・キャパシタンスは、一定の
キャパシタンスよりもドライブするのが困難なので、このタイプのキャ
パシタンスのドライブが可能なオペ・アンプを選択する必要があり
ます。LMH6702、LMH6609、LM6152、LM6154、LM6181、
LM6182は、ADC1175のアナログ入力をドライブするのに最適な
デバイスです。電源電圧以上の入力をドライブしないでください。
Figure 3 に、LMH6702を使用した入力回路の例を示します。

最大 2.8VP-Pの入力信号でアナログ入力をドライブすると、VRTを
超える電圧が FFhのコード、VRBを下回る入力電圧が出力コー
ド・ゼロになる通常動作になります。入力信号が 2.8VP-Pを超え
ると、動作が不安定になり、入力が VRTを超えても、出力コード
が FFhではなくなります。

2.0リファレンス入力

リファレンス入力 VRT、VRBは、リファレンス・ラダーのトップとボト
ムです。これらの 2ピン間の範囲の入力信号が 8ビットのコードに
デジタル化されます。これらのリファレンス入力ピンに外部電圧を
印加する場合には、「動作定格」で規定されている範囲内 (VRT
は 1.0V～AVDD、VRBは 0～ (AVDD－ 1.0V)の範囲 )に抑え
てください。このとき使われるデバイスは、VRTへのソース電流お
よび VRB からのシンク電流を十分にドライブできるものを選択して
ください。

リファレンス・ラダーは、VCC＝ AVDD＝ 5Vの電源電圧で VRT
とVRTSを接続し、VRBとVRBSを接続するとそれぞれ約 2.6Vと
0.6V のトップおよびボトムのリファレンス電圧にセルフバイアスが可
能です。この接続図を Figure 3 に示します。VRTとVRTSを互
いに接続し、VRBを GND に接続する場合には、約 2.3V のリ
ファレンス・トップ電圧が生成されます。リファレンスのトップとボト
ムは、リファレンス・ピンのできる限り近くに配置された 10μF のタ
ンタル・コンデンサによってそれぞれバイパスしてください。

Figure 3 のリファレンス・セルフバイアス回路は、非常に単純でさ
まざまなアプリケーションで最適な性能を実現します。一般的に
は、低インピーダンスのソースでそれぞれのリファレンス・ピンをドラ
イブすると、より優れた性能を実現できます。

Figure 4に示すようにラダーのトップとボトムに若干の電流を流し込
んだり流し出したりすることによって、トップ・リファレンスとボトム・
リファレンスの電圧をトリミングでき、Figure 3の自己バイアスによる
方法以上に性能が向上します。アンプの入力に抵抗分圧器を設
けると、ポテンショメータとの代替えが可能です。図に示されてい
る LMC662 は低オフセット電圧かつ低コストのオペアンプとしてこ
の用途に選択されています。必要なリファレンス電圧をトリミングす
るのに (シンクさせるのに )アンプの出力は若干負の方向にドライ
ブする必要があるため、これらのアンプには負電源が必要になる
ことに注意してください。

リファレンス電圧が、セルフバイアス電圧より数十 mV以上異なっ
た電圧値の設定が必要な場合は、Figure 5 の回路により所望の
レベルにリファレンス電圧をトリミングできます。トランジスタのソース
インピーダンスが低いため、この回路は最高の性能を得る事がで
きます。VRTSとVRBSは未接続の電気的に浮かした状態にして
ください。

VRTは、VRB＋ 1.0Vからアナログ電源電圧の間の任意の電圧
に設定でき、VRBは、グラウンドからVRT－ 1.0Vの間の任意の
電圧に設定できます。ノイズの影響を最小限に抑えて変換精度
を維持するために、リファレンス電圧範囲 (VRT－VRB)は、1.0V
(最小 )から2.8V (最大 )の間に設定してください。VRBをおよ
そ＋ 700mV以下にする必要がない場合は、Figure 5の－ 5Vの
点はグラウンドに接続し、負電源を省略することができます。
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FIGURE 3.   Simple, Low Component Count, Self -Bias Reference application. Because of resistor tolerances, the 
reference voltages can vary by as much as 6％. Choose an amplifier that can drive a dynamic capacitance (see text).

FIGURE 4.   Better defining the ADC Reference Voltage. Self-bias is still used, but the reference voltages are trimmed 
by providing a small trim current with the operational amplifiers.
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FIGURE 5.   Driving the reference to force desired values requires driving with a low impedance source, provided by 
the transistors. Note that pins 16 and 22 are not connected.

3.0 電源構成

たいていの A/Dコンバータは、適切なバイパスがされていないと
デバイス自身の電源により性能を劣化させるような非常に大きなト
ランジェント電流が流れます。A/D コンバータの電源ピンのできる
限り近くに配置された0.1μFのセラミック・コンデンサとともに、10μF
のタンタル・コンデンサまたはアルミニウム電解コンデンサをA/Dコ
ンバータの電源ピンから1インチ (約 2.5センチ )以内に配置して
ください。リードレス・チップ・コンデンサは、低リード・インダクタ
ンスなので望ましい選択です。

ADC1175のアナログ電源、デジタル電源には単一の電源から供
給してください。これらの電源ピンは、いかなるデジタル・ノイズも
アナログ電源ピンにカップリングされないようにそれぞれのピンを十
分にアイソレートしてください。ナログ電源ピンの近くに配置したセ
ラミック・コンデンサとともに、アナログ電源ラインとデジタル電源ラ
インの間に JW Miller 社の FB20010-3B のような広帯域チョーク
を挿入することを推奨します。アナログ電源ラインにインダクタンス
を使用するのは避けてください。

コンバータのデジタル電源は、基板上の別のデジタル回路に使わ
れている電源から供給しないでください。A/Dコンバータのアナロ
グ電源に使われている同一の電源から供給してください。

あらゆる高速の A/D コンバータを使用する場合にいえますが、
ADC1175は若干の電源変動を持つことが予想されます。特に、
VRTとVRTSを互いに接続するセルフバイアスを行う場合です。

いかなるピンもトランジェントによる変動時においても、電源電圧以
上やグラウンド以下になる電圧が印加されないようにしてくださ
い。これは回路に供給する電源アプリケーションに依存する問題
です。CLK入力、OE 入力、アナログ入力、リファレンス入力が
ADC1175の電源ピンの電圧よりも速く立ち上がらない回路に設計
されているかを確認してください。

11ピンと13ピンのピン名称は両者ともDVDDです。13ピンは
A/Dコンバータのデジタル・コア用電源ピンで、11ピンは A/Dコ
ンバータの出力ドライバ専用の電源ピンです。11ピンは、低電圧
デバイスとのインタフェースが容易になるように、AVDDやDVDDに
使用される＋ 5 Vよりも低い電圧の電源を接続することが可能で
す。ただし、11ピンの電圧は 13ピンの電圧を 0.5V以上超えて
はなりません。

4.0 ADC1175のクロック

ADC1175 は、20MHz のクロックのみでテストされかつ性能が保
証されていますが、1MHz～ 30MHzの範囲のクロック周波数に
で動作します。

連続的な変換が必要ない場合には、ADC1175 を使用しない期
間クロックをロジック Low の状態に止めると多少の消費電力を低
減できます。これにより、2.5mA の代表値から約 100μA にまで
ADC1175のデジタル回路の電流ドレインを低減します。

パワーアップ時には、リファレンス・ラダーでの電流が通常の約
170％にまで増加するために、クロックを止めた状態で ADC1175
をパワーアップすると、この期間の消費電力は下がらないことに注
意してください。場合によっては、これによりラダー電流が規定の
リミット値よりも増加します。ただし、この瞬間的なラダー電流の増
加に伴ってデバイスが破損することはありません。パワーアップ時
に 1MHz以上のクロックを 2クロック・サイクル分ストローブし、Low
に戻すことで過度のラダー電流をなくせます。

別の消費電力を低減する手法として、クロックをアクティブの状態
で ADC1175 をパワーアップさせ、2 クロックサイクル後クロックを
Lowの状態に停止する方法があります。クロックを Highの状態
に停止するのは電力を低減する手法としては推奨できません。
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5.0 レイアウトとグラウンド構成

適切なグラウンド処理とすべての信号ラインの適切な配線は、正
確な変換を確保するには必須の条件です。グラウンド・プレーン
をアナログ領域とデジタル領域とに分割して ADC1175 の直下で
接続する方法を採用しても構いませんが、EMI の観点からは単
一グラウンド・プレーンで構成する方法が望まれます。その場合
でも、アナログ信号はデジタル信号トレースと電源電流が流れるト
レースから離して配線しなければなりません。電源から離すという
要件から電源プレーンの分割と配置に注意が必要になります。電
源をプレーンではなくトレースで供給する方法は、層間容量による
高周波のフィルタ効果が得られないため推奨しません。高周波の
ノイズ成分をフィルタするには、電源プレーンとグラウンド・プレーン
の間に十分な層間容量が必要です。グラウンド・プレーンをアナ
ログとデジタルに分割する場合、通常は同一のレイヤを分割して
両者を配置します。

仮にアナログ・グラウンド・プレーンとデジタル・グラウンド・プレー
ンにそれぞれ専用のレイヤに割り当てる場合は、決して重なる部
分を設けてはなりません。

ノイズの多いデジタル・グラウンド・プレーンとノイズに敏感なアナロ
グ回路との間の容量性のカップリングにより、アイソレートや回復す
るには不可能な乏しい性能につながります。この解決方法は、ア
ナログ回路をデジタル回路から十分に分離させたレイアウトを行う
ことです。

デジタル回路は非常に大きな電源トランジェントやグラウンド・トラン
ジェントを生じます。このようなロジック・ノイズがシステムのノイズ
特性に大きく影響を及ぼします。A/Dコンバータを備えたシステム
に使用するのに最適なロジック・ファミリは、74HC (T) や 74AC
(T) Qファミリのようなノン -サチュレーティング・トランジスタ (不飽
和トランジスタ ) を採用しているか低ノイズ特性のものです。最も
良くないノイズの発生源は、74Fや 74AC (T)ファミリのようなクロッ
ク時や信号エッジでの電源電流トランジェントが大きなファミリで
す。一般的に、より遅いロジック・ファミリは、高速ロジック・ファ
ミリが発生する高周波ノイズよりも少ないです。

デジタル・スイッチング・トランジェント ( デジタル回路の瞬時的ス
イッチング電圧によるオーバーシュート/アンダーシュート)は高周波
成分を大きく発生するので、グラウンド・プレーンの総銅箔重量は、
ロジック回路の生成するノイズにはあまり影響がありません。これ
は、薄膜効果によるためです。グラウンド・プレーンの量よりも総
表面積の方がより重要です。

グラウンド・ノイズを効率的に制御するには、グラウンド・プレーン
は分割せずに電源プレーンをアナログ領域とグラウンド領域に分
け、電源プレーンとグラウンド・プレーンを隣接レイヤに割り当てる
方法を用います。ボードの電源プレーン内にもグラウンド・プレー
ン内にもトレースを設けてはなりません。アナログ電源プレーンとデ
ジタル電源プレーンは、互いの領域が重ならないように、同一の
レイヤに配置すべきです。アナログ電源プレーンとデジタル電源プ
レーンによってボード上のアナログ領域とデジタル領域が決まりま
す。

一般的な配線テクニックとして、アナログ信号ラインとデジタル信号
ラインは、アナログ信号経路にデジタル・ノイズがのらないように
90°で互いに交差させます。しかし高周波システムでは、アナログ
信号ラインとデジタル信号ラインの互いが交差する配線は避けな
ければなりません。クロック・ラインは、アナログ信号ラインやデジ
タル信号ラインなどすべてのその他のラインからアイソレートしてく
ださい。一般的に受け入れられている90°でA/D信号ラインを互
いに交差させる方法でも、高周波でのちょっとしたカップリングに
よって問題が起こる可能性があるので、避けるべきです。高周波
/ 高分解能で最大限の性能は、まっすぐの信号経路に配線すれ
ば得られます。

インダクタのレイアウトには特に注意してください。相互インダクタン
スにより、インダクタを使用する回路の特性が変わります。複数の
インダクタを使用する場合には、たとえそれぞれの個体の大きさが
小さくても並べたり、近い配置にせず、互いを離した状態で使用
してください。

スプリアス信号が入力にカップリングするのを避けるために、アナ
ログ入力は、ノイズの多い信号経路から十分にアイソレートしてく
ださい。コンバータの入力とアナログ・グラウンドとの間に接続され
る任意の外部回路 (例えば、フィルタ用のコンデンサ )は、アナロ
グ・グラウンド帰路中の非常にクリーンな点に接続してください。

6.0 ダイナミック特性
ADC1175 は AC テストされ、ダイナミック特性が保証されていま
す。規定されている特性値を満足するために、CLK 入力をドラ
イブするクロック信号源はジッターのないものでなければなりませ
ん。最高の AC特性を得るために、Figure 6 に示されるような適
当なバッファを用いてクロック・ツリーを構成し、A/D のクロック信
号をその他のデジタル回路からアイソレートしなければなりません。

FIGURE 6.   Isolating the ADC clock from Digital 
Circuitry.

A/D クロック・ラインをできる限り短くかつその他の任意の信号か
ら十分に離して置くことは、良い手段です。他の信号によってク
ロック信号にジッタが発生する可能性があります。

7.0 アプリケーション共通の注意事項

電源範囲をこえてアナログまたはデジタル入力をドライブしないこと
適当な動作を行うために、すべての入力は、グラウンド・ピンより
50mV以下または、電源ピンより50mV以上にならないようにして
ください。トランジェントによる場合でもこれらのリミット値を超えると、
システムにとって良くない状態や誤差を招く可能性があります。グ
ラウンド以下に 1V以上もアンダーシュートを起こす高速デジタル回
路は、一般的ではありません。対象となるデジタル入力に直列に
なるように 50Ωから100Ω程度の抵抗を信号ソースの近くに挿入
すると、問題は一般に解消されます。

ADC1175の入力をオーバードライブしないように注意を払ってくだ
さい。このような過度の入力ドライブは、コンバータの誤差やデバ
イスの破損につながります。

高容量性デジタル・データ・バスのドライブをしないこと
デジタル出力ドライバ回路が各変換ごとに充電する容量性負荷
が大きくなれば大きくなるほど、DVDDや DVSS からより大きな瞬間
的なデジタル電流が必要となります。これらの大きな充電電流ス
パイクは、アナログ回路にカップリングしダイナミック特性を劣化させ
る可能性があります。ドライブされるデータバスが非常に重い負荷
の場合には、デジタル・データ出力を ( 例えば、74AC541 で )
バッファリングすることが必要になります。また、各デジタル出力に
47Ω～ 100Ωの直列抵抗を加えると、コンバータの出力に戻って
くるカップリング信号のエネルギーを低減し、ダイナミック特性を改
善できます。
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不適当なアンプを使ってアナログ入力をドライブしないこと
1.0 章に説明されているように、アナログ入力は、等価的にクロッ
ク・レベルに応じて 4pF～ 11pFの間で変化するキャパシタンス
(コンデンサ )に見えます。このダイナミック・キャパシタンスは、一
定のキャパシタンスをドライブするよりも困難で、ドライブするデバイ
スの選択を考慮する必要があります。ＬＭＨ6702、ＬＭＨ6609、
LM6152、LM6154、LM6181、LM6182はADC1175の入力を
ドライブするのに優れたデバイスです。

リファレンス・ラダー回路に必要な電流のソースおよびシンクがで
きないデバイスでVRTまたはVRBをドライブしないこと
2.0 章で述べたように、VRTピンへのソース電流および VRBピン
からのシンク電流を十分にドライブできるデバイスであることを確認
しなければなりません。これらのピンが、必要な電流を制御できる
デバイスでドライブしない場合には、これらのリファレンス・ピンは
安定せず、結果としてダイナミック特性の劣化を招きます。

過度のジッタを持ったクロック信号源を使用したり、異常に長いク
ロック信号経路や、他の信号がクロック信号経路にカップリング
してしまうレイアウトを使用しないこと
この場合には、サンプリング間隔が変化し、過度の出力ノイズを
発生し、かつ SN比の劣化を招きます。RCによるタイミング回路
を用いた単純なゲート回路は、一般的にクロック信号源としては適
切ではありません。

入力テスト信号は、ダイナミックSN比の測定において干渉対象
になる高調波を含ませないこと
高調波やその他の干渉信号は、信号入力にフィルタを挿入すれ
ば取り除けます。Figure 7 、8 に適当なフィルタ回路を示します。
Figure 7 の回路は、約 5.5MHzのカットオフ周波数を持ち、1MHz
～ 5MHzの入力周波数に対して最適です。 Figure 8 の回路は、
約 11MHzのカットオフ周波数を持ち、5MHz～ 10MHzの入力
周波数に対して最適です。これらのフィルタは 75Ωの信号源抵
抗を備えた信号発生器でドライブし、75Ωの抵抗で終端してくだ
さい。

FIGURE 7.   5.5 MHz Low Pass Filter to Eliminate 
Harmonics at the Signal Input.

FIGURE 8.   11 MHz Low Pass filter to eliminate 
harmonics at the signal input. Use at input frequencies 

of 5 MHz to 10 MHz

ADC1175 がパワーダウン・モードにある場合にでも、ドライブさ
れるCMOSデジタル回路における影響を考慮すること
ADC1175をパワーダウン・モードにすると出力はハイ・インピーダ
ンスに移行し、出力に接続されている CMOS デバイスの入力は
フロートの状態になります。A/Dコンバータのデジタル出力がフロー
トになっているためCMOS入力には2.5V近い電圧が現れ、CMOS
デバイスの入力段が高速にトグルするときに大きな電源電流が流
れます。この問題を解決するにはA/Dコンバータの出力にプルダ
ウン抵抗を設けます。ADC1175 の出力に過渡電流が現われな
い限りは、これらの抵抗値は問題ではありません。プルダウン抵
抗値が小さいとADC1175の SNRとSINADが劣化します。5kΩ
～ 100kΩの間の値のプルダウン抵抗を用いれば、十分な性能を
維持して動作します。
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24-Lead Package JM
Ordering Number ADC1175CIJM

NS Package Number M24D

24-Lead Package TC
Ordering Number ADC1175CIMTC

NS Package Number MTC24
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2007 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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